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はじめに 

われわれ⽇本⾎管外科学会は近年国際活動を基本運営⽅針の⼀つとして重視してきまし
た。以前より⽇本⾎管外科学会も参加していた、World Federation of Vascular Societies
（WFVS）の活動が 2019 年に刷新され、より⼀層世界の⾎管外科学会が⼀体となりこの領
域を盛り上げていこう、という機運が盛り上がりました。これに呼応して⽇本⾎管外科も東 
信良理事⻑の指揮の元、積極的に国際活動に参加する⽅向性となりました。しかし折しも突
然訪れたコロナ禍で、対⾯での学会、研修会ができなくなったため、⽇本⾎管外科学会は若
⼿教育、インセンティブの向上に苦慮し、熟考のすえ Distal bypass Olympic（のちに Distal 
bypass Competition に改名）を開催することにしました。これは On-line での simulation 
training kit を⽤いた⾎管吻合のバーチャル競技会で、若⼿医師がコロナ禍のなか楽しく、
⽇々のトレーニングの成果を競い、かつ⼀流の外科医にコメントをいただけるイベントと
して、学会内では⾮常な盛り上がりを⾒せました。この活動が WFVS の理事や各国学会重
鎮にも認められ、⽇本⾎管外科学会のステータスが向上し、その実⼒および組織⼒が再評価
されてきたのです。その後も WFVS 主導の世界の各学会での学会員の講演、アメリカ、ヨ
ー ロ ッ パ の 主 要 学 会 で の 本 学 会 優 秀 演 題 発 表 者 派 遣 、 International Distal Bypass 
Competition 開催など国際活動を続けており、これらを通じて、我々の活動が国⺠の医療の
向上、また学会員の将来を⾒据えた戦略として⾮常に有⽤であることが世界に認められて
きています。 

現在も WFVS や各国⾎管外科学会から、⽇本⾎管外科学会からの講演者推薦や派遣の要
望が数多く寄せられており、理事や国際委員はもとより、若⼿外科医の中からも優秀な研究
の発表者を派遣しています。これらの国際活動の実績や成果は後世にきちんとした形で伝
えていかなければならず、また会員や関係各位への実績報告の責任もあると考え、この報告
書を編纂するに⾄りました。 

今回は国際委員会を中⼼として 2024 年度の国際活動の実績をまとめ、理事会での承認
を経て、公開することになりましたが、今後も年度ごとの活動報告を続けていく所存であり
ます。 

 
⽇本⾎管外科学会 国際委員⻑  

関⻄医科⼤学総合医療センター ⾎管外科  
駒井宏好 

  



1. 国際イベント開催 
① 第 52 回⽇本⾎管外科学会における⽇本−台湾⾎管外科学会 合同シンポジウム 

(2024.5.30) 別府 
 かねてから交流のある台湾⾎管外科学会か
らの強いご要望があり、宮本伸⼆会⻑のご協
⼒の元、第 52 回⽇本⾎管外科学会で⽇本‐
台湾⾎管外科学会合同シンポジウムを企画
した。テーマは「若⼿⾎管外科医の教育：
Education and Training of Young Vascular 
Surgeons」とし、⽇台の 3 名ずつの講演が⾏
われた。⾮常に友好的に、かつ活発な討論が

⾏われ、台湾⾎管外科医からも⾼い称賛いた
だいた。台湾では熱⼼な若⼿⾎管外科医が出
てきたが、指導者がまだまだ不⾜しており、⽇
本⾎管外科学会の協⼒が熱望されている。今
後も当学会での交流、および台湾⾎管外科学
会総会への派遣、ワークショップへの参加な
ど、協⼒関係を維持していきたい。 
 

② 第 13 回⽇韓⾎管外科学会開催 (2024.6.29-30) 川崎 
関⻄医⼤の駒井宏好会⻑のもと、⽇韓⾎管外科学会 2024 を開催した。単独開催であり、前
回から 1 年後の不定期開催（通常は 2 年ごと）であったので参加者数を憂慮していたが、
韓国からの 50 名を含む総勢 130 名の参加者を集め、熱⼼な討論が⾏われた。初⽇の懇親会
も、総勢 90 名が参加し、⼤いに盛り上がった。⽇本⾎管外科学会若⼿医師の会である JAST
の全⾯的な⽀援のおかげと感謝している。 



 
③ 1st International Distal Bypass Workshop（2024/7/27-28） 東京 

第⼀回 International Distal Bypass Workshop が 2024/7/27-28 に⽻⽥の Johnson & Johnson 
Institute で⾏われた。これは⽇本⾎管外科学会が主催し、以前からの Distal Bypass 
Competition, Distal Bypass Workshop in Asia の経験を活かし、技術だけではなく治療戦略
や患者管理なども含めた、distal bypass 施⾏の
コツを伝授するワークショップである。参加
者は 40 名（イギリス 1 名、オーストラリア 3
名、ニュージーランド 1 名、インド 6 名、韓
国、6 名、シンガポール 6 名、中国 9 名、台湾
6 名、フィリピン 1 名、ベトナム 1 名）を数
え、年齢層は 32-43 歳であり、ゲスト指導者と
して欧⽶での同領域のスペシャリストであ
る、Dr. Werner Lang, Dr. Michael Conte をお
招きして指導、講演をしていただいた。また、
JAST および WFVS 活動の⼀環である Global Vascular Companionship の援助の元、Fiji ⼈
⾎管外科医を 1 名招待し参加いただいた。⾎管外科の未だ⼗分な教育のされない地域への
貢献ができたと⾃負している。 
 



 
 プログラム: 

 
 



 参加者アンケート： 
主な意⾒ 
① （ほとんどの意⾒）⾮常に有意義だった。勉強になった。技術の⾼い指導者に教えて

もらえてよかった。 
② もっと Case discussion, Dry and Wet Labo の時間をとって欲しい。 
③ 会場の公共交通の便が悪かった。 

 
今後も定期的に開催し、各国の若⼿⾎管外科医の教育、モチベーション向上に寄与していき
たいと考える。 
 
2. 国際教育活動 

① WFVS home page へのリソースの提供 
WFVS の活動の⼀つとして、特に若⼿医師への情報発信を HP で⾏っており、各 Society か
らそのためのリソースを募っている。 
⽇本⾎管外科学会からも JAST メンバーとも相談し、以下のリソースを提供した。 
1. 過去の Distal Bypass Competition の YouTube 動画 
2. JCLIMB データベースから開発された CLTI 治療 Risk Calculator App 
参考）WFVS Resource ページ   https://worldfvs.org/wfvs-resources-page/ 
 

② Short review articles の雑誌投稿 
WFVS 活動の⼀環として「Rare vascular disease」の short review を分担執筆し、Journal of 
Vascular Surgery Vascular Incites 誌に発表することとなった。⽇本⾎管外科学会からは、慶
應⼤・尾原秀明先⽣が「Popliteal artery entrapment syndrome」、川崎医⼤・渡部芳⼦先⽣が
「Thromboangiitis obliterans」、関⻄医⼤・駒井宏好先⽣が「Deep femoral artery aneurysm」
に関する review を執筆し掲載された。世界中の⾎管外科医に有⽤な⽇本発の情報を共有す
る役割が果たせたと考える。 

 
 

3.  各国学会、国際会議への派遣 
① LIVE symposium 2024 (2024.5.16-18)  ロードス島 (ギリシア) 



ギリシア⾎管外科学会の Prof. Giannoukas から直々に当学会に、彼らの⾏っている LIVE 
symposium での JSVS セッション開催の依頼が来た。本年は関⻄医⼤・駒井、東⼤・保科、

慶應⼤・尾原の 3 理事を派遣してそれ
ぞれ 2−3 演題ずつの講演を⾏った。
ヨーロッパでは歴史のある国際的な
学会で、素晴らしいおもてなしもして

いただいた。⽇本からの発表にはどれも多くの質問がされ、活発な議論が⾏われた。 
 

③ SVS 2024   (2024/6/19-22) シカゴ （USA） 
  WFVS よりアメリカ⾎管外科学会（SVS）における WFVS セッションに⽇本⾎管外科か
らも演題を、との依頼があり、国際委員会にて東京⼤学・保科先⽣にご依頼し、ご発表いた
だいた。また例年通り⽇本⾎管外科学会優秀演題に選出された、済⽣会宇都宮病院 ⼼臓⾎
管外科・⻲⽥ 柚妃花先⽣にご発表いただいた。 

 



⻲⽥先⽣ 学会参加報告 

 
④ ESVS 2024 (2024/9/24-27)  クラクフ（ポーランド） 

本年のヨーロッパ⾎管外科学会（ESVS）では⽇本からは優秀演題の九州医療センター⾎管
外科・松原 裕先⽣が学会推薦で発表された。それ以外にも⽇本⼈発表者は２０名を数え、
いずれの発表も⾼い評価を得た。また若⼿組織である EVST に JAST が参画して「PAD 
triathlon」が開催され、⽇本からも Judge や選⼿として参加した。駒井宏好先⽣が ESVS か
らの依頼で Fast Truck Session の Judge として参加した。 

⽇本⾎管外科学会は ESVS との契約を結ぶことによって、ESVS 年会費が安くなり、⽇本⼈
がより気軽に ESVS 会員となって国際活動ができるようにと、2023 年から National 



Societies の⼀員となっている。それを契機に⽇本⼈の ESVS 会員が 40 名を超えたため ESVS 
council member も出すことが許可され、駒井委員⻑が参加している。今回の Council meeting
では、今回選挙にて決定した次期 Secretory General の Dr. Robert Hinchliffe や次々期会⻑
の Dr. Nabil Chakfé と懇談した。ESVS でも⽇本と同様の問題を抱えており、若⼿医師のリ
クルート、Interventionist との棲み分けや⼥性医師確保などの議論がなされていた。これと
は別の National Society Meeting にも駒井委員⻑が参加し、各国の現状や問題点を議論した。

いずれも交流という意味では有意義な
会議であり、各国の⾎管外科学会でも同
様の問題点を抱えていることを再認識
できた。次回 Istanbul での ESVS 総会に
関しての会議には駒井委員⻑と東理事
⻑が参加要請され、アジアとヨーロッパ
の⾎管外科のコラボレーションについ
て協⼒していくことが話し合われた。
ESVS はアジアの⾎管外科の中⼼的存在

として⽇本⾎管外科学会を⾼く評価していただいていることが理解できた。 
 
松原先⽣ 学会参加報告 



 
⑤ ALCVA・WFVS セッション （2024/10/31-11/1） ブエノスアイレス（アルゼン

チン） 
ラテンアメリカ⾎管外科学会（ALCVA）における WFVS セッションに発表要請があり、東
京⼤学の⽩須拓郎先⽣に「Management of type 2 endoleak to improve the long-term 
outcomes after endovascular aneurysm repair」の演題を Web 発表いただいた。 

 
⑥ VEITH symposium WFVS セッション （2024/11/21） ニューヨーク 



⾎管外科領域の主要な国際学会である VEITH 
symposium の WFVS セッションには⽇本⾎管外
科学会から名古屋⼤学・坂野⽐呂志先⽣と川崎医
科⼤学・渡部芳⼦先⽣にご発表いただいた。
WFVS セッションではあまり聴衆は多くなかっ
たようで、発表いただいた先⽣がたには遠路申し
訳なく思うところであるが、VEITH での発表と
いう実績は残せ、海外への⽇本⾎管外科のアピー
ルは果たせたものと考える。今後渡航費⽤の助成
などを学会として考えていかなければならない。 
 
 
渡部先⽣ 学会参加報告：  
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WFVS Session at VEITHSymposium 2024 

November 21, 2024 
1:00 – 2:30 pm 

New York Hilton Midtown Hotel 
Murray Hills Suite, 2nd Floor 

Moderators: Palma Shaw, MD; Wei Zhou, MD; and Enrico Ascher, MD 

1:00 - 1:02 pm Introduction:     
Palma Shaw, MD, Secretary General of WFVS 

1:03 - 1:08 pm 
ESVS 2024 Guidelines on the Management of Asymptomatic Lower Limb Peripheral 
Arterial Disease and Intermittent Claudication -Key Element 
Philippe Kolh, MD (ESVS) 

1:09-1:14 pm 
Pregnancy-Related Aortic Dissection: Insights and Unresolved Questions 
Rana Afifi, MD (SVS) 

1:15 -1:20 pm 
Direct Repair of Subclavian Artery in Arterial TOS: Video Presentation 
Prem Chand Gupta, MD (VSI)    

1:21 – 1:26 pm 
Experience in Treatment of Thoracic Aortic Disease with Branched Prosthesis 
Juan Esteban Paolini, MD (ALCVA)  

1:27 – 1:32 pm 
Non-Invasive Assessment for PAD in Japan    
Yoshiko Watanabe, MD (JSVS)  

1:33 – 1:38 pm 
Strengths and Complexities of a Vascular Training Program: The ANZSVS 
Perspective 
Mark Jackson, MD (ANZSVS)  

1:39 – 1:44 pm 
Central Vein Obstruction in Hemodialysis Patients 
Chris Tsotetsi, MD (VASSA)  

1:45 – 1:51 pm 
Conservatively Managed Acute Ischemia of Upper Limb: Our Experience of 30 
Patients, An Observational Study 
Prem Chand Gupta, MD (VSI)      

1:52 – 1:57 pm 
Vulnerable Thrombus as a Cause of Spinal Cord Injury after Thoracic Endovascular 
Aortic Repair -Tokai Multicenter Study 
Hiroshi Banno, M.D., PhD (JSVS)     

1:58 – 2:03 pm 
Management of Traumatic Thoracic Aortic Injury: Real-World Experience 
Nasim Hedayati, MD (SVS) 

2:05 – 2:20 pm 
Q&A 



坂野先⽣ 学会参加報告： 
 

 
① ESVS National Societies Meeting （2025/2/9-10） アムステルダム（オランダ） 

クラクフでの総会に引き続き、National Societies Meeting が単独でアムステルダムで開か
れ、代表として駒井委員⻑が出席した。前回に引き続き若⼿医師のリクルートの問題や各国
での⾎管外科教育リソースの偏在などが議論された。リクルートについては学⽣やレジデ
ントに対し、⾎管外科を紹介するため学会に招待することや、少⼈数でのワークショップを
開催することを各国で⾏っていることを聞き、本学会でも応⽤できるものもあった。リソー
スについてはアジアや東欧諸国では学会規模が⼩さく、⼗分な教育ができないことが話題
になっていた。本学会ではリソースは豊富にあるため、今後各国の援助ができるよう努めて
いかなければならないと感じた。なお、対⾯で他の委員と交流することは⼈脈を広げるため
には有効で、本学会の活動を理解してもらうための⼀助となっている。 
 

② WFVS council meeting (2024/4/27, 2024/11/2) Web 
WFVS の運営を決める council meeting に、⽇本⾎管外科学会からの council member であ
る慶應⼤・尾原秀明先⽣、慈恵医⼤・⼤⽊隆⽣先⽣が出席した。様々な⽅針や問題が議論さ
れたが、⽇本からの運営資⾦分担拠出を引き続き＄5,000 とすること、Global Vascular 



Guidelines に続く国際的なガイドライン策定の 3 ⼈の Steering Committee 委員として本学
会から東 信良理事⻑が参画すること、などが決まった。⽇本⾎管外科学会は資⾦的にも実
働的にも世界の⾎管外科を欧⽶と共に牽引していくこととなった。 
 
終わりに 

⽇本⾎管外科学会の国際活動について、⾮常に活発な内容が取り纏められ、特に若⼿が海
外でのびのび活動している様⼦が光輝いて⾒てとれる内容が改めて⽰された報告書となり
ました。海外に渡航し、学会発表する若⼿がこの数年で各段に増え、学会発表だけでなく、
海外⾎管外科医との交流や海外における⽇本からの発表者同⼠の交流が⼤変な盛り上がり
をみせ、お互いに刺激し合う姿は、私どもの世代にはなかったもので、隔世の感があります。
また、率先して海外に⾶び出し、国際活動に挑戦している先輩たちを⾒て、さらに若い世代
が海外を⽬指して、アカデミックな活動に⼒を⼊れる好循環が⽣まれつつあることは、⽇本
の⾎管外科学会全体にとって明るい未来を映しだしているように⾒えます。欧⽶からはも
とより、それ以外のこれまであまりお付き合いのなかった国々からも、⽇本⾎管外科学会へ
の講演依頼が急増している事から、我々⽇本の⾎管外科医に対する海外からの評価が年々
上向いていることを⽰しているように思われます。 

円安、働き⽅改⾰、外科医の成り⼿不⾜など、種々厳しい環境の中においてではあります
が、逆に明るい将来像への変化を知ることができ⼤変嬉しく思うとともに、⾎管外科医への
期待と応援が増えて、こうした好循環が継続していくことを⼼から祈るばかりであります。 
 

⽇本⾎管外科学会 理事⻑ 
旭川医科⼤学 ⾎管外科 

 東 信良 


